ネパールにおけるHIV 対策の課題 : 統計データ及び現地での支援の体験を通じて考えたこと by ハセガワ, イクミ & 長谷川, 生実













申請先学部 法学部 採択番号 No. 3   
平成３０年度学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書 
ふりがな 




















































申請先学部 法学部 採択番号 No. 3   
1.1 HIV/AIDS の概要1 
 AIDS(acquired immunodeficiency syndrome)とは、日本語では後天性免疫不完全症候群と訳されるもの
で、HIV(human immunodeficiency virus)感染によって引き起こされる病気の一つである。適切な治療が
施されないと重篤な全身性免疫不全になり、他の感染症を引き起こし、最悪の場合死に至ることもあ
る。近年、治療薬の開発が飛躍的に進んではいるものの、世界中での感染者は 3670 万人で、年間 180
万人の新規感染者と 100 万人の AIDS による死亡者が発生している。 
 










 ここからは世界的な取り組みについて見ていく。HIV の新規感染者数及び AIDS 関連死者数は、プ
ロテアーゼ阻害薬の実用化や 2000 年以降の取り組みによって減少してきている。HIV に対する 2000
年以降の世界的な取り組みの中心は、やはり SDGs とそれの先駆けとなった MDGs である。また、




1.2.1 MDGs と SDGs 
 MDGs(ミレニアム開発目標)とは 2000 年から 2015 年までに国際社会が達成すべき 8 つの目標を掲
げたものである2。その中で HIV は Target6「HIV/AIDS、マラリア、その他の疾病の蔓延防止」として
目標に挙げられており、HIV/AIDS への対策が国際社会において必要事項であることがわかる。 
 MDGs への取り組みとしては UNDP(国連開発計画)が、各国政府に対してプロジェクト支援を行い、
各国における進捗をモニターするなどの活動を行ったのを始め、国家・企業・NGO など様々なアクタ
ーが活動に取り組んだ3。 
 2015 年に挙げられた「ミレニアム開発目標成果報告書」の中で、HIV/AIDS における成果は以下の
ようになっている4。 
 ・HIV への新たな感染は 2010 年から 2013 年の間に約 40％低下し、推定 350 万人から 210 万人ま
で減少した。 
 ・2016 年 6 月までに世界中で 1360 万人の HIV 感染者が抗レトロウイルス療法(ART)を受けていた
が、これは 2003 年の 80 万人から飛躍的な進歩である。ART によって 1995 年から 2013 年の間で
                                                  
1 NIID 国立感染症研究所 
2 国連開発計画(UNDP)駐日代表事務所「ミレニアム開発目標」 
3 国連開発計画(UNDP)駐日代表事務所「ミレニアム開発目標」 
4 国連広報センター「国連ミレニアム開発目標報告 2015 要約版」 
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AIDS 関連死は減少し、760 万人が AIDS による死を免れた。  
 しかし HIV の感染者数は未だ増え続けており、大きな問題であると考えられる。そこで発表された
のが SDGs(持続可能な開発目標)であり、これは MDGs の後継として、2015 年 9 月の国連サミットで
された「持続可能な開発のための 2030 年アジェンダ」にて記載された 2016 年から 2030 年までの国




 1.2.2 90-90-906 
 UNAIDS の事務局長が発表した 2016 年から 2020 年までに HIV の流行を制御する戦略であり、
以下の 3 つをあげている。 
 ・感染者の 90％以上が診断を受け感染を自覚すること 
 ・診断を受けた感染者の 90％以上が治療を受けること 
 ・治療中の感染者の 90％以上が血中ウイルスを抑制すること 
 
1.2.3 HIV の治療 
 HIV の薬物治療で今日の標準治療法になっているのが、抗 HIV 薬(antiretroviral drug : ARV)を組み
合わせて服用する多剤併用療法(Combination Antiretroviral Therapy : cART)である。1996 年のプロテア





 UNAIDS(国連エイズ計画)の発表によると、抗 HIV 治療を受けている HIV 陽性者は、2010 年の 750
万人から 2015 年 12 月の 1700 万人へと大きく増えている。 
（図 1 UNAIDS info.より筆者作成）
 
1.3 ネパール 
 この章では、今回現地調査として訪れたネパールの HIV/AIDS に対する取り組みを見ていく。 
                                                  
5 国連広報センター 「SUSTAINABLE DEVELOPMENT GOALS」 













申請先学部 法学部 採択番号 No. 3   
 ネパールでの現在の感染者数はおよそ 31000 人であり、2003 年から 2015 年までに行われた国家
戦略により現在は下降傾向にある（図 2 参照）。また、現在は 2016 年から 2020 年までの政策を立て
て、90-90-90 をベースにした目標を達成しようとしている。 







 【2016 年から 2020 までの政策8】 
 ・主要人口の 90％を調査し、検査する。 
 ・HIV 陽性患者の 90％を治療する。 











 今回現地調査として訪れたのは MSPN-New Life Centre である。この施設は、ネパールの首都カトマ
ンズから車で 1 時間ほどの場所にあり、2006 年に NGO 団体である Friends of Needy Children によっ
                                                  
7 UNAIDS NEPAL 「HIV/AIDS HEALTH PLOFILE」 




































































New HIV infections (all ages)
All ages estimate
様式６ 
申請先学部 法学部 採択番号 No. 3   
て設立されたものであり、感染している子供たちや、彼らの母親たちのケアを無料で行なっている。
その資金源は Nepal Youth Foundation 及び Fonds Parvati を中心に、個人からの寄付によって成り立っ
ている。職員は、医療の知識を持った人も合わせて 5 人で、6 歳から 15 歳のおよそ 10 人の男女の子
供がいる9。 
 この場所での活動は、8 月 13 日から 8 月 31 日のおよそ３週間で、平日の朝 10 時から 15 時まで
の 5 時間行なった。1 日の活動内容は次のようである。10 時に施設に集合、子供達の朝ごはんの準備
から片付けまでの手伝い。その後はプレイングルームで子供たちとボードゲームや日本語や英語など
の学習を行うなど自由な時間を過ごす。途中一旦、お茶休憩を挟み 13 時までその活動を続け、13 時
からは子供達のお昼ご飯の準備等の手伝い。そのあとは掃除や洗濯物を子供たちとした後に、15 時か
ら子供達が昼寝に入るのでそこでその日の活動を終える。 





























                                                  
9 MSPN Nepal HP 
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